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世界遺産の登録（Ｈ２６．６．２６）

• 四施設は生糸の大量生産のための一貫した優れた
見本である。

• 富岡製糸場は、産業としての養蚕技術をフランスか
ら日本に、早い時期に、完全に移転することに成功し
たことを示している。

• 設計段階から工場を大規模にしたこと、西洋の最良
の技術を計画的に採用したことは、日本と極東に産
業の方法論が伝播する決定的な時期だったことを示
している。

• 19世紀後半の大きな建造物群は和洋折衷という日
本特有の産業建築様式の出現を示す卓越した事例
である。



国宝指定 （ Ｈ26.12.15）

① 富岡製糸場は、明治5年政府が設立した模範 
   器械製糸場である。
② 繰糸所・東西の繭倉庫は木骨煉瓦造による長
  さ100ｍを超える雄大な建造物で、工場の中核 
  として我が国の器械製糸工場の模範となった。
③ 政府の産業近代化の政策を端的に物語り、世
  界の絹文化の発展に大きく貢献した我が国の絹
  産業の拠点施設であり、文化史的に深い意義が
  ある。　



蚕糸類の輸出激増の影響

• 生糸の粗製濫造問題
　①　良質の生糸と偽って劣悪な生糸を混ぜる。
　②　生糸を結わえる束紙を幾重にも巻いて重量を増
やす。
　③　切れた生糸を結わえないまま巻き取る。
• 蚕種の粗製濫造問題
　①　蚕種によく似た菜種を種紙に貼り付ける。
　②　蚕種の粒数を減らす。
　③　悪質な蚕種を混ぜる。



イギリス公使館による
養蚕地帯の実態調査

　　　　　　　　　　　　　第１回　1869年6月22日～7月6日
　　　　　　　　　　　　　第２回　1870年6月6日～7月14日

• 報告書の提言    明治3年１月
　①　ヨーロッパの製糸器械と製糸法を速やかに導入  
すること。
　②　多額な資本を要するが、現状では無理である。
　③　大工場は年間操業可能の繭の確保が必要であ
る。
　④　この条件を満たすのは上州か信州である。



模範製糸場の設立の儀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治３年２月に決定

①　ヨーロッパの製糸器械を導入する。(＋工場制度)
②　外国人を指導者とする。
③　日本全国から工女を入場させ新技術を学ばせる。
④　新技術を習得した工女は地元の指導者とする。



工場制度

１ 労働環境
　・1日平均労働時間=平均 7時間45分
　・日曜制の導入
２ 賃金体系(能率給が原則)
    １等工女、２等工女、3等工女、等外工女
３ 福利厚生
　・病院の設置(自己負担ナシ）
　・食事は自己負担ナシ
　・休日
　　諸祭日(6日)、年末年始休(10日)、暑休(10日)他



























行啓記念碑







復元したブリュナエンジン





ＴＯ

所糸製岡富国野上本日大
上野地方

日本

1872　　
　フランソア・ブリュナ 氏の指導の下で
設立した。
　当工場の製品は常に当工場の商標
がついている。





































































鉄水槽の部分拡大





明治13年度の上州の製糸所

　動  力  
源

　製糸所数  社 員       生    産     量

 蒸 気 水 車      ４     社 　 ６　人 　　　５,　５７６．４９　㎏

 水            
車

   　 ３　 　　２３ 　　　２，７７８．８８

 踏            
転

    　１ 　　１８ 　　　　　１６７．６８

 改良 座繰り     ３７ 　４０５ 　１９８，２２２．９４

 富岡製糸場     　１ 　４５２ 　　　３，０７１．１１



上州の製糸所の特色

• 改良座繰り製糸所が圧倒的
• 　碓氷座繰精糸社（明治11年設立・碓氷社）

　　 加盟県＝群馬、長野、埼玉、千葉、茨城、福島、
　　　　　　　 　秋田、静岡、鳥取

• 北甘楽精糸会社（〃13年設立・甘楽社）

　　 加盟県＝群馬、埼玉、千葉、栃木、岩手、福島、
　　　　　　　　　秋田、岡山

• 下仁田製糸合資会社（〃26年甘楽社から独立）
　　　加盟県＝群馬、長野



明治26年度の生産・売上高

    名　称    生  産  量   売  上  高

碓  氷  社 ６４，５５５．３㎏ ７３６，２３１　円

甘  楽   社 ４３，０２７．５ ４８０，３４６

下仁田社 ２７，７３８．８　 ３１５，３８４

富岡製糸場 　６，９０５．９ ２２３，６５８



　　　　　　　　　　　
　終わり


